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2020（令和２）年 7 月吉日 

 

在籍生各位 

 

華頂社会福祉専門学校 社会福祉科 

 

学科通信 2020（令和２）年 7・8 月号 
 

猛暑の時期、体調管理が難しい時期ですが、皆さんはお元気でお過ごしでしょうか。 

さて 8 月には、いよいよ夏のスクーリングを迎えます。今回は、以下の点をお知らせします。 

 

【今回発送物】 

 

［自宅学習関連］ 

 □通知 ・・・該当者 

 

［スクーリング関連（スクーリング参加希望者のみ）］ 

 □「学科通信（2020（令和２）年度：夏特別号）」 

   

 

［その他］ 

 □個別に該当するもの（明細省略） 

 

※8 月開催予定のスクーリングについては「学科通信 2020 年度：夏特別号）」に(後日アッ

プロード予定)詳しく説明していますので参加希望者は、ご覧ください。 

 

【教務連絡事項】 

 

2019 年度以前入学生対象連絡事項 

［2020（令和２）年度 四学期科目の自宅学習について］ 

●今学期の各科目自宅学習課題につき、学習期間、及び提出締め切りは、以下の通りとなります。提出漏れ

等に注意してください。 

□「高齢者に対する支援と介護保険制度」（課題②）：6 月～7 月末 

□「児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」：6 月～7 月末 

□「相談援助実習指導」（課題②・③、実習該当者のみ）：7 月末 

※各科目とも、今月末が提出締め切りとなります。 

 

｛裏面に続く｝



 

- 2 - 

［2020（令和２）年度 一学期科目の自宅学習に関して］（再履修該当者のみ） 

●一学期科目について学習期間、及び提出締め切りは、以下の通りとなります（提出漏れ等に注意）。 

□「現代社会と福祉」（課題②）：6 月～7 月末 

□「相談援助の基盤と専門職」（課題②）：6 月～7 月末 

□「人体の構造と機能及び疾病」：6 月～7 月末 

※各科目とも、今月末が提出締め切りとなります。 

※「相談援助の基盤と専門職」（課題①）、「現代社会と福祉」（課題①）について、自宅学習の提出

がなかった場合、当該科目は再履修となりますので、当該科目についての課題②の提出は無効となり

ます（受付終了通知、無効差戻通知などがあった場合）。 

※「相談援助の基盤と専門職」（課題①）、「現代社会と福祉」（課題①）について、不合格につき再

提出となっている場合、当該科目について課題②を提出いただくことは差し支えありません。 

 

［2020（令和２）年度 五学期科目の自宅学習について］ 

●8 月からは五学期となり、次の科目が学習期間に入ります。 

□「地域福祉の理論と方法」（課題①）：8 月～9 月末 

□「福祉行財政と福祉計画」（課題①）：8 月～9 月末 

□「就労支援サービス」（課題①）：9 月中 

□「社会調査の基礎」（課題①）：10 月～11 月末 

□「更生保護制度」（課題①）：10 月中 

※国家試験受験を控える時期ともなりますので、各科目とも定められた期間中、出来るだけ早めに提出

を行い、十分な時間的余裕を作るようにしてください。 

 

［2020（令和２）年度 二学期科目の自宅学習に関して］（再履修該当者のみ） 

●8 月からは二学期となり、次の配当科目が学習期間に入ります。 

□「社会保障」（課題①）：8 月～9 月末 

□「社会保障」（課題②）：10 月～11 月末 

□「相談援助の理論と方法」（課題①）：8 月～9 月末 

□「相談援助の理論と方法」（課題②）：10 月～11 月末 

□「心理学理論と心理的支援」（課題①）：9 月～10 月末 

□「相談援助演習」（課題①）：10 月中 

 

 

2020 年度入学生対象連絡事項 

［2020（令和２）年度一学期科目の自宅学習に関して］ 

●一学期科目について学習期間、及び提出締め切りは、以下の通りとなります。提出漏れ等に注意してくだ

さい。 

 

□「現代社会と福祉」（課題②）：6 月～7 月末 

□「相談援助の基盤と専門職」（課題②）：6 月～7 月末 

□「人体の構造と機能及び疾病」：6 月～7 月末 

□「相談援助実習指導」（課題①）：4 月～7 月末 

※各科目とも、今月末が提出締め切りとなります。 
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※「相談援助の基盤と専門職」（課題①）、「現代社会と福祉」（課題①）について、自宅学習の提出

がなかった場合、当該科目は再履修となりますので、当該科目についての課題②の提出は無効となり

ます（受付終了通知、無効差戻通知などがあった場合を含む）。 

※「相談援助の基盤と専門職」（課題①）、「現代社会と福祉」（課題①）について、不合格につき再

提出となっている場合、当該科目について課題②を提出いただくことは差し支えありません。 

※特に「相談援助実習指導」（課題①）について再履修となった場合、「相談援助実習」の履修等に重

大な支障を来すこととなります。くれぐれもご注意ください。 

 

［2020（令和２）年度入学生対象二学期科目の自宅学習について］ 

●8 月からは二学期となり、次の科目が学習期間に入ります。 

□「社会保障」（課題①）：8 月～9 月末 

□「社会保障」（課題②）：10 月～11 月末 

□「相談援助の理論と方法」（課題①）：8 月～9 月末 

□「相談援助の理論と方法」（課題②）：10 月～11 月末 

□「心理学理論と心理的支援」（課題①）：9 月～10 月末 

□「相談援助演習」（課題①）：10 月中 

□「相談援助実習指導」（課題②・③）：別途指示（実習該当者のみ） 

 

 

【事務連絡事項】 

在籍生対象連絡事項 

［今回スクーリング参加について］ 

●スクーリングについては、別日出の「学科通信（2020（令和２）年度：夏特別号）」にて詳しく説明をし

ています。参加前に必ず目を通しておいてください。 

●やむを得ない事情等による欠席される場合には、所定の手続きを必ず済ませるようにしてください（再

掲）。 

※手続きについては、「スクーリング欠席願」を提出してください。 

［スクーリング時の無断駐車、無断駐輪についての注意事項］ 

●自家用車による通学は、事前に学校指定駐車場の利用申し込みを行った方に限って許可されます。自家用

車の駐車は、指定駐車場のみ認められます。近隣エリア、店舗駐車場等への無断駐車は絶対に行わないで

ください。 

●バイク（原付を含む）、自転車による通学は可能です。当校地下駐輪場の所定の場所に駐輪して下さい。

駐輪場内での事故、盗難等トラブルに関しては責任を負いかねます。なお、近隣エリア、店舗駐車場等へ

の無断駐車は絶対に行わないでください。 

●近隣エリア、店舗駐車場に無断駐車や無断駐輪をした場合のトラブルについて、学校は一切の責任を負い

かねます。また、無断駐車や無断駐輪をして、自家用車等の撤去がスクーリング時間内で必要になった場

合は、｢履修の手引｣35 頁内にある｢遅刻｣、｢早退｣、｢欠席｣の扱いになります。 

 


